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第１章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

 

１．環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7 条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を求めるため、

環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）を作成した旨及びその他事項を公告し、方法書及

びその要約書を公告の日から起算して 1 月間縦覧に供した。 

 

(1) 公告の日 

令和 6 年 3 月 1 日（金） 

 

(2) 公告の方法 

① 日刊新聞紙による公告 ［ 別紙 1 参照 ］ 

令和 6 年 3 月 1 日（金）付けの以下の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。 

・デーリー東北（朝刊） 

・東奥日報（朝刊） 

※令和 6 年 3 月 16 日（土）～3 月 19 日（火）に開催する説明会についての公告を含む。 

 

② 広報による公告 ［ 別紙 2 参照 ］ 

下記の広報に「お知らせ」を掲載した。 

・広報ろっかしょ 2 月号 

・広報とうほく 2 月号 

・広報よこはま 3 月号 

・広報ひがしどおり 3 月号 

 

 

③ インターネットによるお知らせ ［ 別紙 3 参照 ］ 

以下のホームページに「お知らせ」を掲載した。 

・青森県のウェブサイト 

・横浜町のウェブサイト 

・東北町のウェブサイト 

・東通村のウェブサイト 

・当社ウェブサイト 
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(3) 縦覧場所 

地方公共団体庁舎等 4 か所及びインターネットの利用による縦覧を実施した。 

① 地方公共団体庁舎 

・六ヶ所村役場三階 政策推進課 ：青森県上北郡六ヶ所村尾駮野附 475 

・横浜町役場一階ホール ：青森県上北郡横浜町寺下 35 

・東北町役場本庁舎二階 企画課 ：青森県上北郡東北町上北南 4 丁目 32−484 

・東通村役場二階 企画課        ：青森県下北郡東通村砂子又沢内 5−34 

 

②  インターネットの利用 

当社ホームページに方法書の内容を掲載した。 

http://m-powd.jp/archives/303 

 

(4) 縦覧期間 

令和 6 年 3 月 1 日（金）から令和 6 年 4 月 1 日（月）までとした。 

地方公共団体庁舎等は土・日・祝日を除く開庁時とし、インターネットは常時アクセス可能と

した。 

 

(5) 縦覧回数 

縦覧者数（意見書箱への投函者数）は 1 名であった。 

（内訳）横浜町役場一階ホール     1 名 

東北町役場本庁舎二階 企画課  1 名 
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２．環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7 条の 2 の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するための説明会を開

催した。 

 

(1) 公告の日及び公告方法 

説明会の開催公告は、方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

［ 別紙 1 参照 ］ 

 

(2) 開催日時、開催場所及び来場者数 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

 

・開催日時：令和 6 年 3 月 16 日（土）10 時 30 分より 

・開催場所：東北町民文化センター・大集会室（青森県上北郡東北町大字上野字上野 191-15） 

・来場者数：1 名 

 

・開催日時：令和 6 年 3 月 16 日（土）15 時 00 分より 

・開催場所：六ヶ所村文化交流プラザ・スワニー大会議室（青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字  

 野附 1-8） 

・来場者数：3 名 

 

・開催日時：3 月 17 日（日）10 時 30 分より 

・開催場所：泊地区ふれあいセンター・大ホール（青森県上北郡六ヶ所村大字泊字川原 66-1） 

・来場者数：0 名 

 

・開催日時：3 月 18 日（月）18 時 30 分より 

・開催場所：横浜町ふれあいセンター・大集会室（青森県上北郡横浜町字三保野 57-8） 

・来場者数：1 名 

 

・開催日時：3 月 19 日（火）18 時 30 分より 

・開催場所：東通村体育館・三階研修室（青森県下北郡東通村大字砂子又字沢内 5-34） 

・来場者数：3 名 

 

※別途、漁業者向けの説明会を別途実施した。 

・開催日時：3 月 15 日（金）14 時 00 分より 

・開催場所：六ヶ所村海水漁業協同組合（青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 1255） 

・来場者数：12 名 
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３．環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8 条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を有する者の意

見書の提出を受け付けた。 

     ［ 別紙 3 参照 ］ 

 

(1) 意見書の提出期間 

令和 6 年 3 月 1 日（金）から令和 6 年 4 月 15 日（月）までの間 

（縦覧期間及びその後 2 週間とし、郵送の受付は当日消印まで有効とした。） 

 

(2) 意見書の提出方法 

① 縦覧場所及び説明会会場に備え付けた意見書箱への投函 

② 当社への郵送による書面の提出 

 

(3) 意見書の提出状況 

意見書の提出は 2 通、意見総数は 6 件であった。 

 

 

  



 

5 

第２章 環境影響評価方法書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要

とこれに対する事業者の見解 

 

「環境影響評価法」第 8 条第１項の規定に基づき、環境影響評価方法書について、環境の保全の見

地から提出された意見は 2 件であった。なお、意見は原文のままの記載としている。 

 

表 2-1 環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解 

（意見書 1） 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

1 エリアが水深 50m 以浅となっていた。 
当該エリアは砂の堆積が激しく、水深 50m とし
ていた地点が浅くなっていることが考えられ
る。ヨーロッパでは水深 60m 以浅の工事の事例
もあることから、今回のアセスのエリアは 60m
以浅とし、深浅測量の結果でもって、実工事を
50m 以浅としていいのではないだろうか？ 

 具体的な風力発電機の設置場所については、
今後実施する海底地盤調査並びに深浅測量の結
果を基に、基礎構造や作業船の仕様、また関係
者との協議を踏まえ検討させていただきます。 

 

（意見書 2） 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

2 1. 前回の環境アセスでは、周辺の風力事業に
関する情報から、総合的な環境アセス評価を行
うよう風力部会からの要請かありましたが、近
隣の事業者からの情報提供か得られず、断念せ
ざるを得ませんでした。今回は南側の地点を断
念しているため、近隣の事業者からの情報提供
が可能かもしれません。そのため、近隣の事業
者に対し、アセス図書の開示を依頼するか、あ
るいは経済産業省の風力部会を通じて近隣の事
業者に情報開示の要請を行い、六ヶ所村エリア
の一部である小川原洋上風力事業についてアセ
ス評価を行うことを提案いたします。特に、こ
の計画が渡り鳥の飛行ルート上に位置するた
め、近隣の事業との総合的な評価が必要である
と考えられます。 

 近隣の他事業者からの情報収集を行い、累積
的な影響を踏まえた総合的な環境影響評価を行
うよう努めて参ります。 

また、現地調査にて渡り鳥の飛行ルートを記
録し、近隣の事業との総合的な評価を検討いた
します。 

3 2. むつ小川原洋上風力事業は最終段階手前ま
で来ていた事業で、今回事業地の変更により再
度方法書から行います。過去のデータも所有し
ているため、データの取り纏めは、前回データ
も活用し、経時的環境変化も考慮されては如何
でしょうか？ 

 本事業について、事業規模の拡大、並びに対
象事業実施区域の変更により、方法書からの再
手続を行うこととしました。前回の準備書届出
から約 9 年が経過しており、その間に環境影響
評価の手法や考え方は変化していることから、
調査データにつきましては、再手続する方法書
に則った調査の結果に基づき、取り纏めを行う
予定です。なお、過去調査で確認された動植物
の種については、文献その他の資料として方法
書に掲載しております。 

4 3. 大間町では、陸上の風力発電でマグロが減
ったと主張する漁師の方もいらっしゃいます。
このような方々の心配は伝搬しやすい傾向にあ
ります。六ヶ所村海水漁業協同組合（六ヶ所村）
様、泊漁業協同組合（六ヶ所村）様、六ヶ所村
漁業協同組合（六ヶ所村）様は協力的であって
も、個々に至れば不安な方もいらっしゃいます。
むつ小川原港湾区域の漁業権は設定されていな
いものの、許可を得て、「少女子（玉筋魚）」（こ
うなご）などの試験操業も行われ、たしか鮭の

現地調査にてどのような魚類が生息している
のかを調査しデータを取り纏め、予測評価して
参ります。 
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椎魚の海水馴致も行われています。風車の一般
操業や建設工事及び撒去工事が、各魚種に影響
が無い事が分かるように、漁師の方々にも納得
いただけるようなデータの取り纏め及び評価が
求められます。 

5 4. 20 年後の風力発電設備の撤去方法に関し
てはまだ決まっていないと思います。想定され
る撤去方法を環境アセス図書にも明記すべきで
す。どの撒去方法の可能性が高いのかを明示し、
各撤去方法の漁業影響や環境影響がどのように
考えられ、それにどのように対処するかの明示
も必要と考えます。特に、基礎は残置と推定し
ますが、その残置が漁業やイルカやアザラシな
どの海の動植物にどの程度影響があり、どこま
でが許容できるかを、漁業者やイルカやアザラ
シや他の海の動植物の研究者の立場になって明
らかにすべきである。 

 供用後には海域より撤去することを想定して
おりますが、具体的な方法については今後の検
討事項となります。 

6 5. むつ小川原港洋上風力事業は沿岸から比較
的近い事業となります。つまり、沿岸から見る
垂直見込角が大きくなる事業です。住宅地との
間を保安林で隠れると言っても、シャドウフリ
ッカなどの影響も風車高さが高くなれぱ慎重さ
が求められます。UHV 送電特別委員会環境部会
立地分化会が取り纏めた表『「垂直見込角」と鉄
塔の見え方』(1981 年）によれば、5°～6゜で、
『やや大きく見え、景観的にも大きな影響があ
る（構図を乱す）。圧迫感はあまり受けない（上
限か）』となっていて、10°～12゜では、『眼い
っぱいに大きくなり、圧迫感を受けるようにな
る。平坦なところでは垂直方向の景観要素とし
ては際立った存在になり周囲の景観とは調和し
えない』とある。陸上風車や沿岸風車を用いて、
風車高さとむつ小川原港湾区域における離岸距
離も検討も必要と思います。離岸距離はイキリ
スでは制約無しから 12 海里（22.2km)以上に変
更、ドイツは 12 海里以上、中国は 10km 以上、
デンマークは 12.5km 以上、オランダは 12 海里
以上となっています。日本は水深の関係から難
しいと考えられます。故に、これに代わる環境
対策も必要と考えられます。 

方法書では風力発電機設置区域をお示しして
おりますが、今後、風力発電機の設置位置を検
討するうえで、可能な限り沿岸部からの離隔を
とることや、海岸線に沿った配置にするなどを
検討し、景観への影響を極力低減できるよう努
めて参ります。 
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[ 別紙 1 ] 

○日刊新聞紙における公告 

 

令和 6 年 3月 1 日（金）デーリー東北（朝刊）及び東奥日報（朝刊） 
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[ 別紙 2(1) ] 

○広報による「お知らせ」 

広報ろっかしょ（令和 6 年 2 月号 No.467） 

 

広報とうほく（令和 6年 2 月号 No.226） 
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[ 別紙 2(2) ] 

広報よこはま（令和 6年 3 月号 No.759） 
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[ 別紙 2(3) ] 

広報ひがしどおり（令和 6 年 3 月号 第 704 号） 
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[ 別紙 3(1) ] 

○インターネットによる「お知らせ」 

（青森県のウェブサイト 1）
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[ 別紙 3(2) ] 

（青森県のウェブサイト 2） 
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[ 別紙 3(3) ] 

 

（青森県のウェブサイト 3） 
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[ 別紙 3(4) ] 

 

（横浜町のウェブサイト 1） 
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[ 別紙 3(5) ] 

 

（横浜町のウェブサイト 2） 
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[ 別紙 3(6) ] 

 

（東北町のウェブサイト 1） 
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[ 別紙 3(7) ] 

 

（東北町のウェブサイト 2） 
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[ 別紙 3(8) ] 

 

（東北町のウェブサイト 3） 
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[ 別紙 3(9) ] 

 

（東通村のウェブサイト 1） 
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[ 別紙 3(10) ] 

 

（東通村のウェブサイト 2） 
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[ 別紙 3(11) ] 

 

（当社のウェブサイト 1） 
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[ 別紙 3(12) ] 

 

（当社のウェブサイト 2） 
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[ 別紙 4 ] 

○ご意見記入用紙 

 

 


